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１ ．現　状

　世界人口に占めるムスリム１比率は約４分の１と高く、
さらに人口の増加が見込まれている。2010年の世界人口68
億9200万人に対し、ムスリム人口は約23.5％の16億1935万
７千人である。また、2030年には世界人口84億2493万７千
人のうちの26％である21億9019万２千人にまで増加が見込
まれている。
　この総人口の大きさに伴いイスラム教徒の消費額は高

く、国別での市場規模と比較するとそれを上回る国はな
く、世界最大規模といっても過言ではない。また、人口の
増加に伴いその市場はさらに巨大化が見込まれている。
2013年時点でのイスラム市場全体の規模は日本円にして約
200兆円２である。これは世界の市場全体の12％を占めてい
る。さらに2019年にはこのイスラム市場が約370兆円にま
で成長するとされている。
　食品産業の消費額の規模は世界全体が730兆２千億円で
あるのに対し、イスラム市場における食品産業の消費額は
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129兆２千億円である。これは、世界最大の食品市場を持
つ中国の食品消費額77兆６千億円を大きく上回り、世界全
体の17.7％を占める世界一の市場である。またこの市場は
2019年には253兆７千億円、世界全体の21.2％にまで成長
するとされている。さらに、旅行産業の消費額の規模は世
界全体で121兆２千億円であるのに対し、イスラム市場に
おける旅行産業の消費額は14兆円であり、これは世界最大
の食品市場を持つアメリカの旅行消費額13兆1300億円を上
回り世界一で、世界全体の11.5％を占める。また、この市
場は2019年には23兆８千億円、世界全体の13％にまで成長
するとされている。このようにイスラム市場は、人口の増

加に伴い消費額が増加傾向にあるビックマーケットである
ことがわかる。
　一方、日本国内では、2003年に開始された国外へ向けた
訪日旅行プロモーションであるビジット・ジャパン・キャ
ンペーン（Visit Japan Campaign; 通称 VJC）の影響で、
訪日客が年々増加しつつある。VJC とは、重要市場に指
定した韓国・台湾・中国・アメリカ・香港・イギリス・フ
ランス・ドイツ・オーストラリア・カナダ・シンガポー
ル・タイ・マレーシア・インドネシアの14市場に向けたプ
ロモーション活動であり、現地消費者向け事業、現地旅行
会社向け事業、在外公館等連携事業、官民連携事業、地方

図表１：2013年以降のビザ発給緩和

2013年７月１日

タイ 90日の数次ビザ 15日の IC 旅券ビザ免除
マレーシア 90日間の数次ビザ 90日間のビザ免除再開
ベトナム 90日間の一次ビザ 15日間の数次ビザ
フィリピン 90日間の一次ビザ 90日間の一次ビザ
インドネシア 15日間の数次ビザ 30日間の数次ビザ

2013年10月15日 アラブ主張国連邦 90日間の一次ビザ 90日間の数次ビザ
2013年11月18日 カンボジア、ラオス 90日間の一次ビザ 15日の数次ビザ
2013年11月25日 パプアニューギニア 90日間の一次ビザ 15日間の数次ビザ
2014年１月15日 ミャンマー 90日間の一次ビザ 15日間の数次ビザ
2014年７月３日 インド 90日間の一次ビザ 15日間の数次ビザ
2014年８月 ブラジル ― 総理訪問の際に、ブラジル人に対する数次ビザ導入決定を発表

2014年９月30日 インドネシア、フィリピン、
ベトナム

30日、15日、15日
の数次ビザ

有効期間最大５年、滞在期間30日などの数次ビザ発給要件の
大幅緩和

2014年11月20日 インドネシア、フィリピン、
ベトナム 90日間の一次ビザ 指定旅行会社パッケージツアー参加者用の一次観光ビザ申請

手続き簡素化
2013年12月１日 インドネシア 30日間の数次ビザ IC 旅券事前登録制によるビザ免除

2015年１月19日 中国 90日間の数次ビザ

１． 商用目的の者や文化人・知識人に対する訪日渡航歴要件
廃止、文化人・知識人：身元保証書等の省略がされた90
日間の数次ビザ

２． 沖縄・東北三県では過去３年以内に訪日歴のある者につ
いては経済力の要件を緩和，家族のみで渡航が可能となっ
た30日間の数次ビザ

３． 相当の高所得者に対する沖縄・東北三県のいずれかに１
泊することを要件としない新たな90日間の個人数次ビザ

出典）観光庁（2015）をもとに著者作成

図表２：2003年～2014年までの訪日客数の推移

出典）観光庁（2015）をもとに著者作成（単位：人）



74 AIBSジャーナル　No.9

連携事業の５事業が行われている。在外公館等連携事業
は、在外公館などが実施する海外広報や日本紹介事業を効
果的に活用し、日本への興味・関心を増加させることを目
的として行われている。地方連携事業は、観光地の多様化
によって訪日リピーターを中心とした多様なニーズの解決
を目的に、政府と地方団体が連携して国外プロモーション
を行うものである。
　2013年以降、東南アジア各国に対しては、訪日ビザが緩
和されている。観光庁（2015）によると、2013年以降、図
表１のように訪日ビザの発給緩和が行われている。それに
伴い、戦略的訪日拡大プランの推進がなされている。具体
的には、東南アジア諸国における集中プロモーションの実
施と、欧州、トルコ、インドなど、今後の大幅な訪日外国
人旅行者数の増加が見込まれる市場への訪日旅行の認知度
向上の取り組みである。その結果として近年、各国からの
訪日客数が増加している。2003年の VJC 開始時の521万
1725人から2008年まで５年連続で増加しており、2009年の
リーマンショック、2011年の東日本大震災のために落ち込
んだものの2012年以降の増加が著しく、毎年約200万人の
ペースで訪日客数が激増し、2014年には訪日客数が1400万
人弱となった。
　増加する訪日客数のうちに占めるアジア人の割合が非常
に多く、訪日客数を押し上げている要因である。とくに東
南アジア各国のビザ発給緩和後の訪日客数の増加は著し
く、タイでは発給緩和前後で訪日客数は76％、マレーシア
では57％増加している。このことからも、ビザ発給要件の
緩和はアジア各国への訪日旅行に対するイメージを大幅に
変えるきっかけであったことがわかる。
　また、Pew Research Center（2015）によれば、2010年
の時点での東南アジアのムスリム人口は９億8642万人、比
率は24.3％である。ムスリム人口、比率ともに高く、ムス
リム世界人口に占める東南アジア人の割合も60％を超え

る、世界最大のイスラム教市場であることがわかる。さら
に、2050年までに東南アジアのムスリム人口は14億5772万
人、地域内ムスリム比率は29.5％にまで上昇すると指摘し
ている。そのため、東南アジアからの訪日客数の増加に伴
い、訪日ムスリムの数は増加している。
　各地域に占めるムスリム人口の割合や、今後の人口増加
率、見込まれている訪日客数の予測などを元に、訪日ムス
リム数の推移について以下のような予測が可能である。
2009年に25万268人であった訪日ムスリム数は、2013年に
は41万7675人に増加したと考えられる。その後、東京オリ
ンピックが開催される2020年には140万7964人にまで増加
する見込みである。このように、年々増加する訪日外国人
旅行者数に伴い、訪日ムスリム数は今後も増加する見込み
である。
　しかし、Pew Research Center（2011）によれば、日本
国内のムスリム比率は0.1％（2010年）と非常に低く、多
くの日本人はイスラム教に馴染みが薄い。そのため、彼ら
の独特な習慣や価値観に対する理解がなく、ホテルやレス
トランなど訪日ムスリムと出会う可能性の高い施設であっ
ても受け入れ体制が整っていないのが現状である。しか
し、増加が見込まれる訪日ムスリムへの最適なおもてなし
ができなければ、その口コミは世界へ広まり、世界の４分
の１を占める人々から背を向けられる可能性さえある。そ
のため、特に宿泊施設を中心に、より多くの施設がムスリ
ム対応を行う必要がある。本稿では、宿泊関連施設が訪日
ムスリムの受け入れ体制を新たに整える際の一助となるべ
く、ムスリム対応の方法を実際の取り組み事例をもとに企
業の視点で評価し、さらに、ムスリムへの調査結果をもと
にムスリムの視点で評価を行ったものである。

２ ．ムスリムについて

　八木（2012）は、イスラム教は日本人の持っている宗教

図表３：訪日ムスリム数の推移と予測（単位：人）

出典）Pew Research Center（2011），観光庁などを元に著者作成
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のイメージとは性格を異にする宗教であると指摘してい
る。創造主である唯一神を信じること以上に、「実践」を
重視する度合いが高い宗教である。一般的な宗教は、何を
信仰し、教えを正しく理解しているかに重きを置く「オー
ソドクスィ」の宗教であるが、イスラムは何をなし、どの
ように振る舞うか、行為の正しさを厳しく問う「オーソプ
ラクスィ」の宗教の代表である。また、この「実践」は礼
拝などの宗教的な実践だけを指す表現ではない。何を身に
付け、何を食べ、どのように金銭の貸し借りを行うかな
ど、私たちの感覚では宗教とは結び付きにくい行為の実践
にも、宗教的な正しさを問われる。このように、イスラム
がオーソプラクスィの宗教であるために、他の宗教にはほ
とんど意味を持たないような宗教的な商品やサービスがビ
ジネスとして成り立っている。
　たとえば、イスラム教には、「ハラール」と呼ばれる価
値観が存在する。並川（2013）によれば、「ハラール

（Halal）」とは、イスラムの教義に基づく法令であるシャ
リア法に従っており、宗教的に許される物または行為

（Lawful）という意味を持ち、反対に、シャリア法により
禁止される物または行為（Prohibited）を「ハラーム

（Haram）」と呼ぶ。具体的には、「時間を守る」「賭け事
をしない」「年上を敬う」「家族をしっかりと養う」「嘘を
つかない」などから、宗教的規制の守られているトレーサ
ビリティの保証された食品などこまかな範囲に及ぶ。ムス
リムの多いインドネシアなどでは、子供を叱りつける際に

「それはハラールではありません」と説教をすることもあ
る。地域や国で細かい規定は異なるものの、世界中どの国
でムスリムに出会っても通じる価値観である。このよう
に、ハラールという概念は、前述の「実践」の際に宗教的
に良い行動かどうかを判断するための重要な軸であり、消
費行動にもこの考え方が大きく影響している３。
　このハラールを基準として、様々な行為の実践について
コーランで指摘されている。訪日の際に困難が予想される
行為の一つとして佐々波（2013）が指摘しているうちの一
つに、「礼拝」がある。コーラン（井筒，1987）では、礼
拝の方法について以下のように指摘している。

「これ、汝ら、信者の者、礼拝のために立ち上がる場
合は、まず顔を洗い、次に両手を肘まで洗え。それか
ら頭を擦り、両足を踝（くるぶし）のところまで擦
れ。　（中略）　けがれの状態にあるときは、それを特
に浄めなくてはならぬ。だが病気の時、または旅路に
ある時、あるいはまた汝らのうち誰でも隠れ家（便所
のこと）から出て来たとか妻に触れてきたとかした場
合、もし水が見つからなかったら、綺麗な砂を取っ
て、それで顔と手をこすればよろしい。」（井筒，

1987，pp.145-146）
　よって、礼拝の前には全身を水で清めることが求められ
ている４。また、病気の間や便所から出てきた際などに水
で体を清めることを指摘しているが、実際にイスラム教が
広まる地域では現在でもトイレットペーパーよりもハンド
シャワーを使うことが一般的である。
　宗教的な実践と結び付きにくい実践の一つに、「食事」
がある。これも、礼拝と同様に佐々波（2013）にて訪日の
際に困難が予測される代表的なものの一つである。ムスリ
ムの宗教的な食事制限に関してコーラン（井筒，1987）に
は以下のように記述がある。

「酒と賭矢についてみんながお前に質問してくるであ
ろう。答えよ、これら二つは大変な大罪ではあるが、
また人間に利益になる点もある。だが罪の方が得にな
るところより大きい、と。」（井筒，1987，p.53）
「汝らが食べてはならぬものは、死獣の肉、血、豚
肉、それからアッラーならぬ（邪神）に捧げられたも
の、絞め殺された動物、打ち殺された動物、墜落死し
た動物、角で突き殺された動物、また他の猛獣を啖っ
たもの―この種のものでも汝らが自ら手を下して最
後の止めをさしたもの　まだ生命のあるうちに間に
合って、自分で正式に殺したものはよろしい―それ
に偶像神の石壇で屠られたもの。それからまた賭矢を
使って肉を分配することも許されぬ。これはまことに
罪深い行いであるぞ。」（井筒，1987，p.144）

　このように、コーランではアルコールについては利益に
なる点もあるが、罪の方が大きいと指摘しており、アル
コールで「酔う」行為を禁止している。また、食肉に対す
る制限が非常に大きい。豚肉と血、死肉を中心に禁じられ
ており、息のあるうちに正式に殺した生き物であれば食べ
ることが許されている。この「正式」な殺し方とは、イス
ラム法で定められた食肉処理方法を意味する（この食肉処
理方法に従って屠殺された食肉を、以下ハラール肉と呼
ぶ）。しかし、日本の飲食店において知識や言語に壁のあ
る観光客が豚由来の製品や酒を使ったメニューを避けるこ
とは容易ではい。
　他にも、女性について、コーラン（井筒，1987）では、
以下のように指摘している。

「貞淑な女はひたすら従順に、またアッラーが大切に
守って下さった祕めごとを他人に知られぬようにそっ
と守ることが肝心。」（井筒，1987，p.115）

　この解釈については様々な余地があると井筒（1987）も
指摘をしているが、ムスリムの女性は家族以外の人に髪や
体のシルエットなどがわからないようにする風習がある。
　また、もっとも宗教と無関係と思われるであろう決まり
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の一つとして、遺産相続の決まりがある。これについて、
コーラン（井筒，1987）では以下のように指摘している。

「彼らの子供に関してアッラーはこうお命じになった
のである。男の子には女の子の２人分を。もし女が２
人以上ある場合は、（彼女らは）遺産の３分の２を貰
う。女の子が１人きりの場合は、彼女の貰い分は全体
の半分。それから両親の方は、（被相続人に）男の子
がある場合は、どちらも遺産の６分の１ずつ。」（井
筒，1987，p.110）

　このように、イスラムでは生活の様々な場面でその行為
が宗教的に良いかどうかが判断され、他にも様々な指摘が
コーランにも数多くある。
　それに伴い、実際にムスリム向けに行われた調査でも、
宗教的な理由による消費傾向が見られる。Dinar Standard 
& Crescent Rating（2012）によれば、ムスリムが旅先を
選ぶ際に注目する点について調査を行い、その結果もっと
も重要視されるのはハラールフードの有無（66.8％）であ
ることがわかった。このことから、ムスリム対応でもっと
も重要であるのは食事対応だとわかる。
　また、ロイター通信（2013）は、ハラールフードの消費
について４つの傾向があると指摘している。この調査結果
から、ムスリムが食事をする際は、1. 豚肉の有無、2. 食肉
のハラール性、3. その他の加工食品・飲料品のハラール
性、4. 食品・飲料品全般でのハラール性と健康的で有機的
であるか、の４点のいずれかについて着目している。
　また、 YouCoJAPAN が2014年に行った在日ムスリムの
食事に関する調査結果で、食肉の消費傾向と割合を図表４
のようであると指摘している。このように、日本のレスト
ランなどでも、ハラールミートのみを食べる人の割合は83％
と非常に多いものの、豚肉以外の肉であれば食べると答え
た人も全体の約２割に上る。ただし、同様の理由で豚など
の宗教的に禁じられているものを食べる人はいなかった。

図表４：日本での食事について

１ ハラールミートのみ食べる 83％
２ 豚肉でなければ肉を食べる 17％
３ 宗教的に禁じられているものも食べる  0％

出典）YouCoJAPAN より情報提供

　次に、同じ調査のなかで、飲料酒とアルコール含有調味
料の２つについての消費傾向は、図表５のようであると指
摘している。

図表５：アルコールの消費傾向

飲料酒 アルコール含有調味料 割合
１ 飲まない 食べない 73％

２ 飲　む 食べる 19％
３ 飲まない 食べる  8％

出典）YouCoJAPAN より情報提供

　この結果より、アルコールを飲むムスリムも２割弱いる
ことが分かる。飲料酒を飲まないムスリムが全体の８割強
を占めているため依然として多いが、前述の食肉に関する
調査結果でハラールミートのみを消費すると回答した割合
よりもアルコール飲料・調味料ともに消費しないと答えた
人の割合は10％ほど低い結果となった。アルコール含有調
味料を食べる人も全体の３割弱存在するため、食べると回
答した人がいなかった豚の取り扱いと違い、必ずしも全て
のムスリムがアルコールを嫌がるとは限らない。
　食事の他にも、礼拝に関する対応の有無が旅行先の決定
などに影響されている。YouCoJAPAN によると、ムスリ
ムが訪日する際に知りたい情報は図表６のようであると指
摘している。

図表６：訪日ムスリムが日本で求めている情報

１ ハラールレストラン 94％
２ モスクの位置情報 63％

３ プレイヤールーム５とハラールフードが確保されて
いる観光スポット 57％

４ キブラの方角 54％

５ プレイヤールームとハラールフードが確保されて
いる宿泊施設 51％

６ 礼拝時間 46％
７ ハラールフードストア 23％
８ ハラール医薬品  3％
９ ハラール化粧品  3％

出典）YouCoJAPAN より情報提供

　このように、食事対応のされているレストランが最重要
視されているが、その次に、礼拝などの際に使われるモス
クの位置情報が求められている。さらに、モスクではなく
施設内のプレイヤールームの有無とハラールフードの有無
は観光地でも宿泊施設でも求められていることがわかり、
同様に重要であるとわかる。礼拝関連では、モスクの位置
情報の他に、礼拝する方角であるキブラや礼拝時間に関す
る情報が求められていることがわかった。
　さらに、旅行の際には食事と礼拝以外にも様々な点に注
目されている。ロイター通信（2013）は、ムスリムが旅行
先を選ぶ際の傾向の調査を行った。この結果では、選択し
うる旅行先の傾向は、１．食事と礼拝のみ対応している場
所、２．ファミリーフレンドリーでムスリムの女性でも安
心して余暇を楽しめる場所、３．多くのムスリムが旅行し
ている場所、４．宗教的なゆかりがある場所、の４つであ



77訪日イスラム教徒の おもてなしに関する一考察

ると指摘している。このように、ムスリムの女性や家族に
対する配慮を求める声もあることがわかる。

３ ．宿泊施設のムスリム対応事例

　前項のように、イスラム教はオーソプラクスィの宗教で
あるという特徴があり、各調査からも他とは異なる消費傾
向が存在することがわかった。そのため、世界的に宿泊施
設ではムスリムに対する宗教対応が行われている。
　ここでは、ムスリム対応を行っている国外の宿泊施設の
具体的な対応内容について、調査の結果を説明する。これ
は、各社（各施設）の website、および Crescent Rat-
ing、Trip Advisor からの引用および各社への電話聞き取
りの結果である。各宿泊施設の施設概要、食事対応、礼拝
対応、その他の施設対応の４つについて説明を行う。

⑴　ザ・リッツ・カールトン・ドバイ
Ａ．施設概要

　まずは、イスラム教徒の発祥地である中東の施設の対応
について調査を行った。アラブ首長国連邦は人口あたりの
ムスリム比率が76％と高いイスラム教国である。この国の
首都であるドバイにあるホテル、ザ・リッツ・カールト
ン・ドバイのムスリム対応について調査を行った。
　運営会社であるザ・リッツ・カールトンホテルカンパ
ニーは、1983年に設立されたマリオット・インターナショ
ナルのホテルブランドの一つである。本社をアメリカのメ
リーランド州に構え、世界29カ国で89の高級ホテルを経営
する。従業員数は世界中で３万５千人の大企業である。事
業内容は、ホテル、スパ、ゴルフ場、高級レジデンスの運
営と、メンバーズクラブ会員事業である。事例に挙げた
ザ・リッツ・カールトン・ドバイは、ドバイの海沿いにあ
る350m のプライベートビーチをもつアラビアンスタイル
の大型高級リゾートホテルである。3,500㎡以上の面積と
294の客室を持つ。ペルシア湾、プール、庭が見渡せるプ
ライベートバルコニーをすべての部屋に設置している。
Ｂ．食事対応

　複数ジャンルのレストランとバーを持っている。基本的
にすべてハラール食材を使っている。ただし、豚料理専用
のキッチンを設け、豚肉を使った料理を分けて料理してい
る。そのため、豚肉が他の料理に混合することは回避され
る。すべてのレストランとバーでアルコールを販売してい
る。近辺のハラールレストランの情報を持っているため案
内が可能である。
Ｃ．礼拝対応

　プレイヤールームを設置している。マット、コンパス、
数珠、服などのプレイヤーグッズをすべて用意し、貸し出

しを行っている。またコーランの貸し出しも行っている。
礼拝のタイムテーブルを持ち、案内を行っている。近隣の
モスクに関する情報を持っている。
Ｄ．その他施設対応

　複数のプール、ジム、スパなどがあるが、施設の時間や
場所などは男女で分けていない。

⑵　ソフィアンホテル・ベェタウィ
Ａ．施設概要

　次に、Pew Research Center（2011）にて2010年に国別
ムスリム人口が世界最多であったインドネシアの宿泊施設
について調査を行った。
　運営会社であるソフィアンホテル株式会社は、インドネ
シア国内で８つのホテルを運営している。また、ハラール
ホスピタリティー関連の独自スタンダードを持っており、
それを元にした経営コンサルティング、マネージメントト
レーニング、スタッフトレーニング事業を行っている。事
例に挙げたソフィアンホテル・ベェタウィは、インドネシ
アの首都ジャカルタ中心部にある、94の客室をもつ近代的
な内装のホテルである。
Ｂ．食事対応

　提供される料理はすべてハラールであり、レストラン全
体がハラール認証を取得している。ホテル内でアルコール
販売は一切していない。また、近辺のハラールレストラン
の情報を持っている。
Ｃ．礼拝対応

　すべての部屋にキブラの方角が表示してある。マット、
コンパス、数珠、服などのプレイヤーグッズを貸し出しし
ている。コーランの貸し出しも行っている。礼拝時間の案
内を行っている。近隣のモスクの情報も持っている。

Ｄ．その他施設対応
　男女で分かれているスパを持っている。ただし他の
フィットネスセンター等の施設の時間や場所などは男女で
分けていない。また、トイレにハンドシャワーまたビデを
設置している。客室内にテレビがあるが、アダルトコンテ
ンツを閲覧可能番組に含めていない。ギャンブルやディス
コの施設が近辺にない。

⑶　アンバサダー・ホテル・バンコク
Ａ．施設概要

　Pew Research Center（2011）によれば国内ムスリム比
率が5.8％と低いタイの事例を調査した。
　事例に挙げたアンバサダー・ホテル・バンコクは、タイ
の首都バンコクのタワービルである。客室数は760室の、
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近代的な高級ホテルである。高級ショッピング・レストラ
ン街にあり、スワンナプーム国際空港30分以内の距離にあ
るため、交通のアクセスがよい。２千人まで利用可能なも
のなど、25のイベントホールをもつ。そのためパーティー
やビジネスイベントなど宿泊以外でも多く使われる施設で
ある。
Ｂ．食事対応

　近隣のハラールレストランを案内している。レストラン
とバーでのアルコールの販売を行う。
Ｃ．礼拝対応

　すべての部屋にキブラの方角を表示している。マット、
コンパスの貸し出しを行い、男女別々のムスリムプレイ
ヤールームを用意している。礼拝の時間の案内を行う。
Ｄ．その他施設対応

　フィットネスセンター、野外プール、スパなどがある
が、施設の時間や場所などは男女で分けていない。トイレ
にハンドシャワー・ビデがある。近隣にギャンブル施設が
ない。ラマダン期間中は特別対応を行う。

⑷　ソネスタ・ホテル・エル・オリバー・リマ
Ａ．施設概要

　Pew Research Center（2011）によれば国内ムスリム比
率が日本以下の0.1％未満であるペルーの事例について調
査を行った。
　運営会社であるソネスタ・インターナショナル・ホテル
ズ株式会社は、1937年に設立した老舗高級ホテルである。
現在は世界８カ国で55の高級ホテルを運営している。アメ
リカ初のインターナショナルホテルチェーンのひとつであ
り、現在はアメリカのマサチューセッツ州に本社をかま
え、世界中で１万人以上の社員を持っている。事例にあげ
るソネスタ・ホテル・エル・オリバー・リマは、ペルーの
首都リマの高級街にある、134の客室をもつ高級ファミ
リーフレンドリーホテルである。300人まで利用可能な貸
し会議室を12室持っている。
Ｂ．食事対応

　レストラン内は全てハラール料理である。近辺のハラー
ルレストランの案内もしている。レストランとバーではア
ルコールを販売している。ハラールフードでの宴会が可能
である。
Ｃ．礼拝対応

　すべての部屋にキブラの方角が表示してある。マットと
礼拝服の貸し出しをしている。礼拝用のスペースがある。
ムスリムプレイヤールームをリクエストがあれば用意可能
である。礼拝の時間も案内している。近隣のモスクの案内
リストを持っている。コーランを室内に設置している。

Ｄ．その他施設対応
　スイミングプールの使用時間を男女で分けている。その
他フィットネスセンターやスパなどがあるが、施設の時間
や場所などは男女で分けていない。トイレにハンドシャ
ワー・ビデがある。室内に設置しているテレビでアダルト
ビデオが流れていない。施設内にディスコがない。ラマダ
ン期間中の特別対応も行っている。

　ここまでで、海外の宿泊施設のムスリム対応の事例を紹
介した。ここからは、国内の宿泊施設のムスリム対応方法
についてカテゴリー別に調査を行った結果を説明する。食
事対応の方法が異なる４社を取り上げた。調査方法は、同
様に各社 HP、Crescent Rating、および各社への電話聞き
取りである。なお、海外施設対応事例にて「その他施設対
応」に挙げられた情報については、「ムスリム対応」とし
て扱われていなかったとしても、比較を行うために可能な
範囲で説明をする。

⑸　成田エアポートレストハウス
Ａ．施設概要

　成田空港内唯一のホテルである。株式会社ティエフケー
が1978年５月に本社を新東京国際空港内に移転したことを
きっかけに開業。客室数は175室のラグジュアリーホテル
である。運営会社の資本金は４億9,725万円、従業員数は
1,098名（2011年１月現在）。国内外30を超えるエアライン
社に年間1500万食を供給する国内屈指の機内食企業であ
る。機内食供給のノウハウを生かした関連事業を行い、そ
の一つとして成田空港内にてホテルの経営を行っている。
Ｂ．食事対応

　事前予約をするとハラール料理が提供される。ホテル内
にハラールキッチンはないものの、レストラン外にあるフ
ルハラールキッチンで用意される。提供されるメニューは
完全なハラールメニュー。ハラールフードでの宴会を開く
ことが可能である。徒歩圏内にハラールフードレストラン
がある。アルコールは提供されている。
Ｃ．礼拝対応

　プレイヤールームを用意していないものの、必要なグッ
ズの貸出を行っている。貸出可能なグッズは、プレイヤー
マット、キブラコンパス、数珠、礼拝用の洋服である。キ
ブラを客室内に設置している。近隣のモスクのリストを持
ち、案内が可能である。礼拝の時間の案内が可能である。
Ｄ．その他の施設対応

　トイレにハンドシャワー・ビデを設置している。ギャン
ブル施設・ディスコがない。



79訪日イスラム教徒の おもてなしに関する一考察

⑹　兜家旅館
Ａ．施設概要

　東京都西多摩郡檜原村数馬に存在する旅館である。築
200年の茅葺き屋根を持つ。この茅葺屋根は富士系合掌造
りと呼ばれている。山形の小屋組み屋根と母屋を受ける作
り方である。江戸時代に甲斐（山梨県）と数馬（東京都）
との交易が盛んにおこなわれていたことから富士火山地帯
に多く存在する、400年の歴史を持つ様式である。
Ｂ．食事対応

　肉を使った料理がなく、近隣の畑や川でとれた山菜や魚
介類のみを使用して料理を提供しており、食材動物由来の
ものがなくハラールである。アルコール飲料を販売してい
る。
Ｃ．礼拝対応

　プレイヤールームを用意していないものの、必要なグッ
ズの貸出を行っている。貸出可能なグッズは、プレイヤー
マットと女性用の礼拝服である。また、ムスリムが宿泊す
る際にはキブラの方角を室内に表示している。
Ｄ．その他の施設対応

　客室内に温泉のある部屋がある。トイレにウォシュレッ
トが設置されている。近隣にギャンブル施設やディスコが
ない。

⑺　サクラホテル幡ヶ谷
Ａ．施設概要

　サクラホテルは、有限会社サクラホテルが1999年に設立
したホテルである。従業員数は60名、資本金300万円で、
東京都内に４つのホテルを運営している。年間110か国か
ら訪日客を受け入れている国際色の豊かなホテルである。
定期的に国際交流を目的としたイベントも開催している。
その中でも幡ヶ谷は国際色の豊かなホテルであり、ビジネ
スマンから観光客まで広く利用されている。ムスリムス
タッフがおり、水煙草もある。
Ｂ．食事対応

　ハラール料理専用のキッチンは用意していないが、ハ
ラールメニュー専用の食器・調理器具を分け、ハラール商
品取扱店から材料を調達し、ポーク・アルコールフリーの
エジプト料理を24時間カフェにて提供している。アルコー
ル飲料の販売は行っているものの、客室内では設置してい
ない。
Ｃ．礼拝対応

　プレイヤールームを完備している。またキブラコンパス
とマットの貸出と近隣のモスクまでの案内を行っている。
Ｄ．その他の施設対応

　24時間営業のフロントとカフェがあり、多言語スタッフ

がいるため柔軟に要望に応えられる。ギャンブル施設・
ディスコがない。

⑻　ホテルスプリングス幕張
Ａ．施設概要

　ショッピングビルや、映画館、アウトレットモール、
スーパーマーケットなどの商業施設や、都内のイベントや
コンベンションの主要開催地、スタジアムなどの付近に位
置する千葉県のホテルである。以前より、東南アジアに進
出している企業の研修や、幕張メッセでの国際イベントな
どでムスリムを受け入れていた経緯があり、ムスリム対応
や受け入れを積極的に行っている。
Ｂ．食事対応

　中華料理「翠嵐」、日本料理・鉄板焼き「玄海」にてハ
ラールメニューを用意している。専用のキッチンなどは設
けていないものの、調理器具などは専用のものを使用し一
般のものと完全に分けている。また食材は国内の生産者と
直接取引を行い、原材料のハラール対応をしてもらうなど
の工夫をしている。アルコール飲料を販売している。
Ｃ．礼拝対応

　ムスリム客が宿泊する際には室内にキブラを示し、礼拝
時刻表、マットを設置。その他礼拝室を用意している。
Ｄ．その他の施設対応

　ギャンブル施設、ディスコがない。

　また、近年、食品を中心とした産業において、ハラール
の概念を経済活動に利用しやすい形にした「ハラール認
証」が存在する。これは、イスラムを国教とした多文化国
家マレーシアから始まった。多様な価値観を持つ人々の中
で、ムスリムが価値観を守って生活を可能にするため、

「生活保護」の一環として始まったものがビジネスとして
世界に普及したものである。マレーシアは、1994年の公的
なハラール認証開始以降、2006年には「ハラール産業開発
公社」を立ち上げ、翌年には国際ハラール統合連盟を設立
するなど、国策としてハラールビジネスのハブを目指し
た。そのためマレーシアのハラール認証の基準は他より厳
格であることで知られている。
　しかし、現在世界各国にハラール認証は存在するもの
の、一律の基準は存在せず、民間団体が認証を出している
ことも少なくない。そのため団体によって基準や種類、費
用が大きく異なる。例えば、レストランではメニュー単位
でハラール認証を取得可能な場合と、レストラン全体でハ
ラール認証が必要な場合などがあり、取得費用や年間契約
料は無料のものから数十万円、数百万円のものまで様々で
ある。そのため、ハラール認証に対するムスリムの見方も
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種類によって異なる。さらに、国家レベルでハラール認証
を行っている国は、国教をイスラム教とする中東・東南ア
ジアにも少ない。これは、ムスリムにとっての「ハラー
ル」「ハラーム」という概念は一律に言えるものではない
ためである。
　日本でも、「ハラール認証」というビジネスモデルの輸
入をきっかけに次第に「ハラール」の認知度は広まりつつ
ある。しかしハラール認証のイメージに囚われ、複雑なも
のというイメージが強いのが現状であり、「ハラール」と
いう価値観の正しい知識が普及されているとは言い切れな
い。実際に、事例で挙げた企業のうち、４社はハラール認
証を取得しているが、認証範囲が異なる。ソフィアンホテ
ル株式会社は運営する全てのホテルがホテル全体、ソネス
タ・ホテル・エル・オリバー・リマと成田エアポートレス
トハウスの外部キッチンではレストラン全体、ホテルスプ
リングス幕張では一部のメニューのみで、ハラール認証を
取得している。

４ ．日本におけるムスリム対応の問題点

　前項では国内の宿泊施設の事例を挙げたものの、依然と
してムスリム対応が可能なホテルの総数は非常に少ない。
筆者は2013年にムスリム対応が可能な全国の宿泊施設につ
いて調査を行った。インターネットや地方自治体の冊子な
どに公開されている情報と、電話での聞き取りで全国のム
スリム対応ホテル・旅館とその対応の内容をリストアップ
した。その結果、2013年時点で日本には約110箇所の宿泊
施設がムスリム対応を行っており、国内の宿泊施設全体で
の対応施設の割合は0.7％であった。
　110ある施設の中にも、幾つかの傾向が見られた。大手
企業の中には、「実際にはムスリムを含めた宗教対応やベ
ジタリアンを含めた食事の対応を行っているが、企業イ
メージのためにわざと情報を公開していない」という企業
も存在した。
　次に見られた傾向は、いわゆる「ゴールデンルート」と
地方でのムスリム対応に対する意識の違いである。東京を
含めたゴールデンルートでは、ムスリム対応に対する考え
方が三分する。１つめは、「すでに人気で予約を取ること
が難しく、これ以上の集客をするとお客様をよりお待たせ
することに繋がるため、宗教対応は一切行わない」ホテ
ル。２つめは、「以前からムスリムを含めた世界中の様々
な習慣を持った方を受け入れてきたため、ムスリム対応は
特別なことではないので、今更取り立てて情報発信をする
必要がない」ホテル。これは、東京の歴史のある有名なホ
テルに多かった。３つめは、「以前からムスリム対応の必
要性を感じていた。今後は日本のムスリム対応のトップを

目指す」のような、ムスリム対応に対して熱心なホテルで
ある。
　地方では、観光客を受け入れるということに対しての地
方自治体の意識の違いが伝わる。その傾向は２つに分かれ
る。１つめは、「訪日客を受け入れる気がないため、イス
ラム対応を全く行っていない」地域。２つめは「ムスリム
を受け入れる体制を整える事で差別化を図るため、積極的
ではあるが、実際の受け入れ経験が少なく、また自治体が
各宿泊施設に情報提供をおこなっていない」ためにムスリ
ム対応の取り組みにムラがある地域である。この地域の違
いによって宿泊施設の対応も大幅に異なる結果となった。
このように、ムスリムを受け入れ可能な宿泊施設の割合は
依然として低く、また地域によって温度差が見られるため
に、訪日ムスリムの選択肢が限られているのが現状であ
る。
　ムスリム対応が広まり切らない理由が２つ考えられる。
１つめは、そもそも知らない、またはムスリム対応の必要
性を感じていないため、２つめはムスリム対応に必要な事
柄を全て行うか、全く行わないかの２択で捉えている企業
が多いためである。これは、ムスリムの一般的な人物像、
実態よりも先にメディアなどを通して広まった認証のイ
メージが影響していることも考えられる。そのため、より
多くの宿泊施設に正しいムスリム対応の理解を得られれ
ば、ムスリムを受け入れ可能な宿泊施設を増やせるのでは
ないだろうか。

５ ．ムスリム対応の打開策提言

　ここからは、ムスリム対応宿泊施設率の低さという問題
点の打開策として、ムスリムの価値観と日本企業の実現可
能性という２つの視点からムスリム対応を評価し、ムスリ
ムおもてなしマトリクスを作成することで各対応の特徴を
可視化する。
　まず、宿泊施設のムスリム対応事例をもとに企業で可能
なおもてなしをカテゴリーに分けて洗い出す。「食事対
応」に関して、４つの対応策が行われていた。１つめはハ
ラール料理を用意すること、２つめはハラール料理を提供
しているレストランを紹介すること、３つめは施設内での
アルコールの販売をしないこと、４つめはハラール認証を
取得することである。
　ハラール料理を提供する方法は、キッチン全体をハラー
ルにするか、一定のメニューのみハラールにするかの２種
類が存在する。１つめのキッチン全体をハラールにする方
法も、複数のキッチンがある場合は全キッチンをハラール
にするか、一部のキッチンのみハラールにする、または決
められたキッチンでハラームのものを取り扱うかの２種類
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に分類される。２つめの一定のメニューのみハラールにす
る方法は、さらに４つに細分化が可能である。１つめは調
理器具を分けること、２つめはホテル外施設で調理するこ
と、３つめはハラールの原材料を使うことである。
　次に「礼拝対応」の方法である。どの施設も総じて行っ
ていたのは、プレイヤーグッズの貸し出しとキブラを示す
ことの２点である。また、ほとんど全ての施設で行ってい
た対応は、４つある。１つめは礼拝のタイムテーブルを持
つこと、２つめはコーランの貸し出し、３つめは近隣のモ
スクまでの案内を行うこと、４つめは礼拝のための場所を
持つことである。さらに、４つめの礼拝のための場所を持
つ方法には、企業によって違いが見られた。男女別のプレ
イヤールームを作る施設と男女共用のものを作る施設があ
り、プレイヤー「ルーム」とは表記せずに礼拝用の場所を
確保するというところもあった。また、キブラやマットを
客室に設置することで、客室で礼拝をしていただき、他に
場所を作らない場合も存在した。
　また、「その他の施設対応」は、４種類にカテゴライズ
される。１つめはトイレにビデ、ハンドシャワーを置くこ
と、２つめは娯楽施設の使用を男女で分けること、３つめ
はラマダンの特別対応を行うこと、４つめは治安の良さで
ある。４つめの治安の良さの基準は３種類あり、１つめは
アダルトコンテンツが客室テレビで流れないこと、２つめ
はディスコがないこと、３つめはホテル内にギャンブル施
設がないことである。しかし、既存のホテルや旅館がムス
リム対応を始める際、施設近隣の状況を変化させることは
できない。また、ギャンブルは日本では禁止されているた
め、必要な対応として求められているものではないため、
対応の内容からは除くものとする。
　以上をまとめると、宿泊施設で考えられるおもてなしは
図表７のようになる。

図表７：企業のおもてなし一覧
【食事対応】

１ 全キッチンをハラールにする

２ 一部のキッチンのみハラールにする、
または決められたキッチンでハラームのものを取り扱う

３ 調理器具を分ける
４ ホテル外施設で調理する
５ ハラールの原材料を使う
６ ハラール料理を提供しているレストランを紹介する
７ 施設内でのアルコールの販売をしない
８ ハラール認証を取得する

【礼拝対応】

１ プレイヤーグッズの貸し出しをする
２ キブラ（礼拝の方角）を示す

３ 礼拝のタイムテーブルを持つ
４ コーランの貸し出しを行う
５ 近隣のモスクまでの案内を行う
６ 男女共用の礼拝室を持つ
７ 男女別の礼拝室を持つ
８ 礼拝用の場所を確保する
９ 客室で礼拝をしていただき、他に場所を作らない

【その他の対応】

１ トイレにビデ、ハンドシャワーを置く
２ アダルトコンテンツが客室ビデオで流れない
３ 娯楽施設の使用時間を男女で分ける
４ 男女別の娯楽施設を作る
５ ラマダンの特別対応を行う

出典）著者作成

図表８：ムスリムが訪日する際に重視する項目

１ 豚肉を食べずに済む
２ ハラール肉が食べられる
３ ハラールなものを飲み食い可能である
４ アルコールが料理に使われていても良い
５ アルコールが料理に使われていない

６ ハラールかつ健康的で有機的なものだけを飲み食い可能
である

７ モスクの位置情報が確保可能である
８ 礼拝場所が確保可能である
９ キブラの方角がわかる
10 礼拝のための時間が確保出来る
11 ファミリーフレンドリーな体験が可能である
12 女性が余暇を安心して行える
13 多くのイスラム教徒が旅行している
14 宗教的なゆかりがある

出典）著者作成

　次に、ムスリムの価値観に応じた優先度に基づいておも
てなしを列挙する。これまでの調査で明らかになった各調
査結果をもとに、５段階の重要度で並べ替える。必ず取り
組んでほしいとムスリムが考えているものは５、なくても
よいが、あると嬉しいと考えるものを１とし、評価を行
う。これまでの調査結果より、ムスリムが訪日する際に重
視する項目およびその順番は図表８のようになることがわ
かる。
　これらに対応するおもてなしを、図表７から当てはめ
る。
　まず、ハラールフードの有無についてもっとも重要視し
ているため、ハラールフードを用意することを最重要であ
る５とする。また、ホテル外のレストランの紹介は、ムス
リムに手間をかけるため重要度４とする。また、アルコー
ルを飲むムスリムも存在するため、これらの食事対応より
もアルコール販売の停止の重要度は低いと考えられる。ま
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た、これらのハラール対応が行われていれば、認証がなく
とも安心して食事を行えるため、ハラール認証の有無も具
体的な食事対応よりも重要度が低いと考えられる。そのた
め、これらの２項目は３とする。
　次に、ファミリーフレンドリーな体験の重要度について
考える。この中には、礼拝対応、その他の対応が混在して
いる。この中で最も重要視しているのは、トイレのビデ、
ハンドシャワーの有無であると考えられる。イスラム教の
多くの国では、用を足した後には水を使用することが清潔
であるとされているため、ムスリムフレンドリーな体験の
中では最も重要視されていると考えられる。よって、もっ
とも重要である５とする。さらに、ラマダンの際に食事の
時間などを中心として大きくライフスタイルが変わるた
め、通常通りの時間の食事提供を行っていると朝食が食べ
られなくなる可能性が高い。そのため、ラマダンの際の食
事の時間を中心とした特別対応も同様に最重要項目である
５とする。
　また、食事対応の次に重要であるとされていた礼拝対応
は４とする。ただし、礼拝に直接関係のないコーランの貸
出は１段階低い３とする。さらに、集団で礼拝を行うこと
は少ないため、モスクへの案内はより低い２とし、礼拝ス
ペースの設置よりもモスクの有無の情報がより重要視され

ると考えられるため、礼拝スペースの貸し出しは１とす
る。
　「11ファミリーフレンドリーな体験が可能である」「12女
性が余暇を安心して行える」にもっとも近い項目は、娯楽
施設の男女を分けることであり、男女のいる家族で旅行を
しても同じ時間帯に楽しめるため、男女で別の娯楽施設を
作ることが食事対応の次に重要である４、使用時間を別に
する場合は３とする。
　以上より、これまでに挙げた項目を５段階で評価をし、
アルファベットで整理番号をつけると図表９のようにな
る。
　最後に、ムスリムの価値観に応じて並べたおもてなし
を、日本の企業が新たにムスリム対応を行う際に導入しや
すい順に５段階で評価する。コストと機会損失の視点から
考察するものとする。
　まず、もっとも費用がかかると考えられるのは、設備投
資を要し、かつムスリム対応によってほかのお客様の利用
に影響を与え、ムスリム以外のお客様が減る可能性がある
おもてなしである。段階１としたものは、コストと機会損
失の両方の面から、もっとも難易度の高いおもてなしであ
ると考えられるものである。次に、難易度の高い段階２と
したものは、日本人や非ムスリムのお客様の楽しみである

図表９：ムスリムの価値観に応じたおもてなしの優先度

ａ 全キッチンをハラールにする

５

ｂ
一部のキッチンのみハラールにする
または決められたキッチンでハラームのものを取り
扱う

ｃ 調理器具を分ける
ｄ ハラールの原材料を使う
ｅ トイレにビデ・ハンドシャワーを置く
ｆ ラマダンの特別対応を行う
ｇ ホテル外施設で調理する

４

ｈ 客室で礼拝をしていただき、他に場所を作らない
ｉ キブラ（礼拝の方角）を示す
ｊ 礼拝のタイムテーブルを持つ
ｋ プレイヤーグッズの貸し出しをする
ｌ アダルトコンテンツが客室で流れない
ｍ 男女別の娯楽施設を作る
ｎ 施設内でのアルコールの販売をしない

３
ｏ ハラール認証を取得する
ｐ コーランの貸し出しを行う
ｑ 娯楽施設の使用時間を男女で分ける
ｒ ハラール料理を提供しているレストランを紹介する

２
ｓ 近隣のモスクまでの案内を行う
ｔ 男女共用の礼拝室を持つ

１
ｕ 男女別の礼拝室を持つ

出典）著者作成

図表10：日本企業の難易度順のおもてなし

ｈ 客室で礼拝をしていただき、他に場所を作らない

５
ｉ キブラ（礼拝の方角）を示す
ｊ 礼拝のタイムテーブルを持つ
ｒ ハラール料理を提供しているレストランを紹介する
ｓ 近隣のモスクまでの案内を行う
ｄ ハラールの原材料を使う

４ｆ ラマダンの特別対応を行う
ｇ ホテル外施設で調理する
ｅ トイレにビデ・ハンドシャワーを置く

３
ｋ プレイヤーグッズの貸し出しをする
ｐ コーランの貸し出しを行う
ｔ 男女共用の礼拝室を持つ
ｕ 男女別の礼拝室を持つ
ｌ アダルトコンテンツが客室で流れない

２ｎ 施設内でのアルコールの販売をしない
ｑ 娯楽施設の使用時間を男女で分ける
ａ 全キッチンをハラールにする

１
ｂ

一部のキッチンのみハラールにする
または決められたキッチンでハラームのものを取り
扱う

ｃ 調理器具を分ける
ｍ 男女別の娯楽施設を作る
ｏ ハラール認証を取得する

出典）著者作成
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と考えられるサービスをなくす必要性がある、機会損失の
可能性が高いおもてなしである。次に、段階３としたもの
は、備品の購入などに費用が掛かるものの、高額になる可
能性は低く、また機会損失の可能性も低いものであり、段
階４としたものは、３よりも想定されるコストが低い項目
である。最後に、段階５情報をとしたものは、集める手間
がかかるものの、コストや機会損失は見込まれないもので
ある。
　以上より、先ほどムスリム視点で並べ替え、アルファ
ベットで整理番号を振ったおもてなしを企業の導入のしや
すさで並べ替えすると、図表10のようになる。
　以上より、ムスリムの期待するおもてなしの優先順位
と、日本企業の実現可能性が高いおもてなしの順位は必ず
しも一致しないことが分かる。しかし、宿泊施設の都合で
対応を行って良いとは言えない。
　よって、筆者は、ムスリムのニーズと日本企業の実現可
能性の違いを可視化するため、「ムスリムおもてなしマト
リクス」を作成した。X 軸には、ムスリムの優先順位でお
もてなしを並び替え、Y 軸では、日本企業の実現可能性の
高い順番で並び替えた。それぞれ評価が３であったおもて
なしを中心とし、十字になるように作成した。なお、整理
番号は前項のものと同様である。
　このマトリクスより、ムスリムのニーズと企業の実現可
能性に応じた矛盾のないムスリム対応が可能である。企業
の実現可能性が高く、ムスリムの評価がともに高いもの、
つまり優先的に着手すべきものが明らかになり、第一象限
に分類されたおもてなしはまず行うべきであるといえる。
また、ムスリム対応を本格的に行う場合は、実現可能性が
多少低くともムスリムがもっとも重要視する第一象限と第
四象限のものを選んで行うのが理想的であるといえる。
　さらに、マトリクスを使用することで海外施設と国内施
設の事例の傾向の違いを可視化することが可能となる（黒
…全施設が取り組んでいる、二重丸…３施設が取り組んで

いる、一重丸…２施設が取り組んでいる、点線丸…１施設
が取り組んでいる、枠なし…取り組む施設なし）。
　海外施設の事例では、企業の実現可能性が高い第一象
限、第二象限のおもてなしを取り組む企業が多く、次いで
ムスリムに好評である第四象限に取り組む企業が多い。一
方国内施設の事例では、実現可能性の高さとムスリムの評
価がともに高い第一象限に対応が集中しており、次いで第
四象限に取り組む企業が多い傾向にある。
　いずれにせよ、ムスリムにとっての優先度が高く、実現
可能性も高いという点から、これからムスリム対応に取り
組む際には欠かせないおもてなしである。同様にムスリム
の価値観が高い第四象限はできる限りで取り組みたいとこ
ろであるが、低予算、小機会損失で取り組みたい場合は第
一象限、第二象限のおもてなしから始めることも可能であ
る。

６ ．むすびにかえて

　世界人口におけるイスラム教徒比率はおよそ４分の１
と、非常に高い割合で存在する。また、この人口と割合は
ともに今後も増加していく予定である。また、彼らはハ

図表11：ムスリムおもてなしマトリクス

出典）著者作成

図表12：ムスリムおもてなしマトリクス（（左）海外施設、（右）国内施設事例の傾向）

出典）著者作成
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ラールと呼ばれる価値観を持つ。それが消費行動に大きく
影響をしているため、彼らの多くは日本人とは違った食習
慣、文化を持つ。食事の際や、旅行の際の消費傾向にもそ
の宗教的な価値観が大きく影響を及ぼす。そのためイスラ
ム独自の市場が確立されている。その市場規模は非常に大
きく、国別の市場規模と比較すると世界一の市場であると
言える。さらに、この市場はより成長することが見込まれ
ている。さらに、宗教対応ができていることを証明するた
めのハラール認証が存在する。しかし、統一された基準が
なく、その種類や関連費用、基準などが多岐にわたるた
め、認証の種類によってムスリムの信頼度に変化がある。
　日本では2003年のビジット・ジャパン・キャンペーンが
開始され、国外プロモーションや各国の訪日ビザの発給緩
和が行われている。その結果、アジア人を中心に訪日客数
は増加し続け、2014年には1400万人も目前となった。特に
東南アジア各国のビザ発給緩和後の訪日客数の伸びは著し
い。この東南アジアには、世界のムスリムの６割の人々が
存在する。それに伴い、訪日ムスリムの数も増加してい
る。また、それは今後も増加が見込まれている。そのた
め、世界の４分の１を占めるムスリムに日本のおもてなし
をより心地よく楽しんでいただくためには、日本人および
日本企業の理解と配慮が求められている。しかし、ムスリ
ムに対する宗教対応という考えは国内に広まっているもの
の、日本企業にはハラール認証の有無、施設全体のハラー
ル化など Yes or No の２択で考えている企業も少なくな
い。実際にイスラム対応を行っている企業の数は、日本国
内で150に満たず、ムスリムが訪日する際の選択肢が非常
に限られているのが現状である。さらに国内にあるムスリ
ム対応可能な宿泊施設の有無や対応状況は地域によってム
ラがあり、数カ所に集中している。
　ところが、調査の結果、実際のイスラム対応は認証の有
無が全てではないことがわかる。ハラールフードの有無が
最重要で、その食べ物に認証があるかどうかの重要度には
個人差がある。このようにムスリムの中でも信仰度に違い
があり、それに伴って消費傾向にも種類がある。しかし、
それぞれに共通している要望は存在し、信仰度や価値観に
応じて段階的に変化している。そのため、ムスリムにとっ
て重要な順に５段階で並べることができた。
　このように様々な要望があるため、ひと言でイスラム対
応といってもその方法は多岐にわたる。そのため、地域や
企業ごとにムスリム対応の方法は異なる。実際にイスラム
対応を行っている企業の事例を見ても、統一された対応で
はなく、企業ごとに可能な範囲で対応を行っていることが
わかった。さらにそれぞれを日本企業が新しく取り組む際
の実現可能性が高い順に５段階で評価をすることができ

た。
　このように、可能なおもてなしの洗い出しと、２つの軸
からそれらを評価したことによって、筆者は「ムスリムお
もてなしマトリクス」を作成した。その結果、視覚的にそ
れぞれのムスリム対応について評価をすることで、ニーズ
とコストの両面からギャップのない対応を取ることが可能
となった。また、ムスリムおもてなしマトリクスを使うこ
とで、これからイスラム対応に取り組む企業の方向性付け
を支援することも可能となった。
　いずれにせよ、今後も訪日観光客の増加が見込まれてい
る。訪日客が増えるということは、日本人とは異なった背
景を持つ人々を迎え入れる機会が増えるということであ
る。ムスリムに限らず、今後はより一層ダイバーシティに
おけるホスピタリティ・マネジメントのノウハウを構築す
ることが求められてくるであろう。そのためには、まず私
たち日本人が彼らの実態について知り、理解することが最
重要である。
　今後に向けて、より多くの事例を研究するとともに、マ
トリクスの精緻化を行い、今後ムスリム対応の導入を検討
している企業へのコンサルティングの際に活用していきた
い６。
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註
１） 「ムスリム」とは「イスラム教徒」の呼称である。
２） １ドル100円にて換算。以下同様。
３） なお、「ハラール」と「ハラル」、「ハラーム」と「ハ

ラム」は発音が異なるが同義語であり、本稿ではアラビ
ア語の発音に近い「ハラール」、「ハラーム」を使用す
る。

４） 礼拝はキブラ（メッカの方角）に向かっておこなう。
また、スンニ派が一日５回、シーア派が一日３回など、
宗派によって礼拝の回数や方法が異なる。

５） 祈祷室（prayer room）。
６） 本稿は、アジア国際経営戦略学会観光経営研究部会
（2015年２月21日）にて報告した内容に加筆したもので
ある。当日、貴重なコメントを頂戴した参加者各位に、
記して謝意を表す。


